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◉
研
究
ノ
ー
ト

こ
の
小
稿
は
、
時
雨
の
亭
の
伝
承
地
を
考
証
し
た
旧
稿 （
１
） 

に
引
き
続
き
、
式
子

の
墓
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
式
子
の
墓
に
相
当
す
る
も
の
は
、

資
料
に
よ
っ
て
「
塔
」「
塚
」「
古
墳
」
と
も
記
さ
れ
る
が
、
論
述
の
都
合
上
、
引

用
文
以
外
は
「
墓
」
で
統
一
す
る
。

＊　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

一
二
〇
一
（
建
仁
元
）
年
一
月
二
十
五
日
、
式
子
内
親
王
が
こ
の
世
を
去
っ
た
。

享
年
五
十
三
。『
明
月
記
』
に
よ
る
と
、
こ
の
年
、
定
家
の
姉
で
式
子
に
長
く
仕
え

た
龍
寿
御
前
は
、
白
河
常
光
院
に
し
ば
し
ば
参
じ
て
い
る （
２
）。
常
光
院
は
式
子
が

父
・
後
白
河
院
か
ら
伝
領
し
た
地
で
あ
る
。
ま
た
、
龍
寿
御
前
が
参
じ
た
日
は
、

四
月
二
十
五
日
、
五
月
二
十
五
日
、
九
月
二
十
五
日
と
、
い
ず
れ
も
式
子
の
月
命

日
に
あ
た
る
。
以
上
か
ら
、
こ
の
と
き
式
子
の
墓
は
常
光
院
に
あ
り
、
龍
寿
御
前

は
そ
の
墓
前
に
参
上
し
て
法
事
を
営
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る （
３
）。
た
だ
、

伝
存
す
る
史
料
か
ら
分
か
る
の
は
こ
こ
ま
で
だ
。
常
光
院
は
早
く
に
失
わ
れ
た
と

見
え
て
、
詳
し
い
場
所
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
式
子
の
墓
が
そ
の
後
ど
こ
か
に

移
転
し
た
の
か
ど
う
か
も
、
ま
っ
た
く
不
明
と
言
う
し
か
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
二
百
年
後
、
式
子
の
墓
は
再
び
文
献
上
に
登
場

す
る
こ
と
に
な
る
。
定
家
葛
伝
説
―
。
定
家
の
執
心
が
葛
に
変
じ
、
式
子
の
墓

を
取
り
巻
い
た
と
い
う
言
い
伝
え
で
あ
る
。

定
家
葛
伝
説
を
記
し
た
古
い
資
料
と
し
て
は
、『
源
氏
物
語
大
綱
』（
一
四
三
二

〈
永
享
四
〉
年
こ
ろ
成
）
と
、
金
春
禅
竹
（
一
四
〇
五－

一
四
七
〇
こ
ろ
）
作
と
目
さ
れ
る

謡
曲
「
定
家
」
が
あ
る
。
前
者
は
式
子
の
墓
を
特
に
何
処
と
も
記
さ
な
い
が
、
後

者
は
そ
の
場
所
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
間
狂
言
に
お
け
る
ア
イ
（
都
千
本
の
あ

た
り
に
住
む
者
）
の
台
詞
か
ら
、
該
当
箇
所
を
引
用
し
よ
う
。

後
鳥
羽
院
の
御
宇
に
、
①
式
子
内
親
王
と
申
す
御
方
、（
中
略
）
賀
茂
の
斎い

つ
きの

宮
に
そ
な
は
り
給
ひ
し
が
、
程
な
く
下お

り
居ゐ

の
御
身
と
な
ら
せ
ら
れ
、
こ
の

歓
喜
寺
に
ご
ざ
あ
り
た
り
と
申
す
。（
中
略
）
又
或
る
人
の
申
す
は
、
定
家
の

卿
は
内
親
王
を
恋
ひ
給
ひ
、
文ふ

み

玉た
ま

章づ
さ

を
送
り
、
忍
び
忍
び
に
御
契
り
な
さ
れ

け
る
が
、
は
や
世
上
に
取
沙
汰
い
た
す
や
う
に
な
り
候
へ
ば
、
世
の
憚
り
に

や
、
い
つ
し
か
恋
路
も
絶
え
絶
え
に
成
り
給
ひ
た
る
と
申
す
。
さ
や
う
の
御

思
ひ
も
積
り
け
る
か
、
ま
た
は
憂
き
世
の
な
ら
ひ
、
老
若
男
女
に
よ
ら
ざ
る

故
に
や
、
②
内
親
王
世
を
去
り
給
ひ
て
候
ふ
ほ
ど
に
、
こ
れ
な
る
御
墓
を
築

き
、
標
を
立
て
置
か
れ
て
候
。 （
４
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
式
子
は
斎
院
退
下
後
、
千
本
の
歓
喜
寺
に
住
み
（
傍
線
①
）、
没

後
は
そ
こ
に
墓
が
築
か
れ
た
と
い
う
（
傍
線
②
）。

歓
喜
寺
に
式
子
の
墓
が
あ
る
と
い
う
記
述
は
、
謡
曲
「
定
家
」
と
同
じ
こ
ろ
に

成
立
し
た
一
巻
本
『
応
仁
記
』（
一
四
八
八
〈
長
享
二
〉
年
こ
ろ
成
）
に
も
認
め
ら
れ
る
。

式
子
の
墓
の
行
方
　
―
〈
定
家
と
式
子
〉
伝
承
の
舞
台
の
変
遷
（
二
）�

天
野
　
聡
一
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す
な
わ
ち
、
応
仁
の
乱
以
前
の
都
を
懐
古
す
る
叙
述
の
な
か
に
、

千
本
に
両
歓
喜
寺
、
此
寺
に
定
家
葛
の
墓
あ
り
。 （
５
）

と
あ
る
の
が
そ
れ
だ
。
な
ぜ
歓
喜
寺
な
の
か
、
そ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
当
時
、

歓
喜
寺
に
式
子
の
墓
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

歓
喜
寺
と
は
、
大
歓
喜
寺
と
大
聖
歓
喜
寺
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
い
う
呼
称
で
、

一
巻
本
『
応
仁
記
』
の
よ
う
に
「
両
歓
喜
寺
」
と
も
称
し
た
。
現
在
の
千
本
今
出

川
の
あ
た
り
に
広
大
な
境
内
を
有
し
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
の
歓
喜
寺
も

応
仁
の
乱
で
焼
亡
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
歓
喜
寺
の
跡
地
に
伏
見
か
ら
般
舟
院
が
移
転
し
て
き
た
。
近
世
中
期

に
作
ら
れ
た
地
誌
『
山
州
名
跡
志
』（
一
七
一
一
〈
宝
永
八
〉
年
刊
）
は
、
こ
の
般
舟

院
に
式
子
の
墓
が
あ
る
と
述
べ
る
。

『
応
仁
記
』
に
云
く
、「
千
本
に
両
歓
喜
寺
、
此
寺
に
定
家
葛
の
墓
あ
り
」
と

云
々
。
此
墓
、
今
尚
般
舟
院
の
内
に
あ
り
。
般
舟
院
、
始
め
伏
見
に
あ
り
。

天
正
年
中
、
此
地
に
移
る
。
諺
に
云
く
、
定
家
卿
、
式
子
内
親
王
を
慕
へ
る

こ
と
切
な
り
。
卿
の
没
後
、
一
念
の
妄
執
、
葛
と
な
つ
て
塚
を
絡ま

と

ふ
。
故
に

定
家
葛
と
号
す
、
と
。 （
６
）

式
子
の
墓
は
歓
喜
寺
が
移
転
し
た
後
も
、
な
お
同
じ
場
所
に
あ
り
続
け
て
い
た

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
『
山
州
名
跡
志
』
の
見
解
は
『
山
城
名
跡
巡
行
志
』（
一
七
五
四
〈
宝
暦
四
〉

年
成
） （
７
）
や
『
都
名
所
図
会
』（
一
七
八
〇
〈
安
永
九
〉
年
刊
） （
８
）
と
い
っ
た
後
続
の
地

誌
に
受
け
継
が
れ
、
今
日
に
至
る （
９
）。

近
年
、
般
舟
院
は
西
圓
寺
と
い
う
寺
院
に
改
ま
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
式
子
の
墓

と
伝
わ
る
石
塔
が
変
わ
ら
ず
に
存
す
る
。
現
在
、
一
般
に
式
子
の
墓
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
般
舟
院
（
現
西
圓
寺
）
の
石
塔
で
あ
る
。

＊　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

し
か
し
、
式
子
の
墓
に
は
般
舟
院
と
は
別

に
も
う
一
つ
の
有
力
な
伝
承
地
が
あ
っ
た
。

寺
町
今
出
川
を
少
し
上
っ
た
と
こ
ろ
（
上
京
区

鶴
山
町
）
に
あ
る
大
歓
喜
寺
が
そ
れ
で
あ
る
。

管
見
の
限
り
、
大
歓
喜
寺
に
言
及
し
た
研
究

書
や
辞
書
類
は
見
当
た
ら
な
い
。
般
舟
院
と

違
い
、
今
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
存
在
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
大
歓
喜
寺
を
有0

力
な

0

0

伝
承
地
と
述
べ
た
の
は
、
黒
川
道
祐
（
生

年
未
詳－

一
六
九
一
）
に
よ
る
考
証
が
あ
る
か

ら
だ
。

道
祐
は
『
雍
州
府
志
』（
一
六
八
六
〈
貞
享
三
〉

年
刊
）
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

式
子
内
親
王
の
塔　

西
園
寺
の
南
、
大

歓
喜
寺
に
在
り
。
こ
の
寺
、
も
と
千
本

五
辻
の
西
北
、
い
は
ゆ
る
歓
喜
寺
の
町

に
在
り
。
今
の
五
辻
の
北
、
聖
天
堂
は

大
聖
歓
喜
寺
の
一
宇
な
り
。（
中
略
）
然
し
て
、
定
家
の
塔
、
近
隣
般
舟
院
に

在
り
。
然
し
て
、
こ
の
門
前
の
南
を
定
家
の
辻
子
と
称
す
。
か
つ
、
式
子
内

親
王
の
塔
、
こ
の
寺
に
在
る
と
き
は
、
す
な
は
ち
、
時
雨
亭
は
こ
の
処
と
為

す
こ
と
、
明
ら
け
し
か
な
。 （
10
）

道
祐
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
千
本
の
地
に
あ
っ
た
式
子
の
墓
は
、
今
は
大
歓
喜

寺
に
あ
る
と
い
う
（
傍
線
部
）。
先
述
し
た
よ
う
に
、
大
歓
喜
寺
は
元
来
千
本
の
地 参考地図
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に
あ
り
、
隣
接
す
る
大
聖
歓
喜
寺
と
と
も
に
歓
喜
寺
、
あ
る
い
は
両
歓
喜
寺
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
応
仁
の
乱
に
よ
る
焼
亡
を
経
て
、
大
歓
喜
寺
は
現
在
の

地
に
移
っ
た （
11
）。
道
祐
は
、
そ
の
移
転
の
際
に
式
子
の
墓
も
千
本
の
地
か
ら
移
さ

れ
た
、
と
述
べ
て
い
る
わ
け
だ
。
な
る
ほ
ど
、
話
の
筋
は
通
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
道
祐
は
般
舟
院
に
は
定
家
の
墓
が
あ
る
と
い
う
（
波
線
部
） （
12
）。
こ

の
定
家
の
墓
が
『
山
州
名
跡
志
』
な
ど
の
言
う
式
子
の
墓
な
の
だ
ろ
う
。
道
祐
の

見
解
は
後
世
の
地
誌
に
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
が
、
も
し
か
す
る
と
そ
れ
は
定
家

の
墓
と
定
家
葛0

の
墓
（
式
子
の
墓
）
が
混
同
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
な
の
か
も
知
れ

な
い
。

さ
て
、
道
祐
は
実
際
に
大
歓
喜
寺
に
足
を
運
び
、
千
本
の
地
か
ら
移
さ
れ
た
と

い
う
式
子
の
墓
を
実
見
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
日
次
紀
事
』（
一
六
八
五
〈
貞
享

二
〉
年
こ
ろ
刊
）
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

式
子
内
親
王
の
忌　

後
白
河
院
第
三
の
皇
女
な
り
。
賀
茂
の
斎
院
に
立
つ
。

京
極
歓
喜
寺
に
塔
有
り
。
こ
の
寺
、
近
世
に
至
り
て
千
本
に
在
り
。
爾
後
、

こ
の
処
に
移
る
。
時
に
聖
天
堂
、
残
り
て
始
の
地
に
在
り
。
相
伝
ふ
、
藤
定

家
の
卿
時
雨
の
亭
の
跡
、
始
め
千
本
歓
喜
寺
に
在
り
。
今
見
る
に
、
京
極
歓

喜
寺
に
在
り
。
移
す
所
の
塔
、
真
に
古
代
の
物
な
り
。 （
13
）

道
祐
は
大
歓
喜
寺
に
伝
わ
る
式
子
の
墓
（
傍
線
部
）
に
つ
い
て
、「
真
に

0

0

古
代
の

物
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
（
波
線
部
）。
実
物
を
見
て
、
自
分
の
考
え
に
確
信
を
持
っ

た
の
だ
ろ
う
。

『
日
次
紀
事
』
は
都
と
そ
の
周
辺
の
年
中
行
事
を
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
末
日
ま

で
順
序
立
て
て
解
説
し
た
書
物
で
あ
る
。
引
用
し
た
記
事
は
、
そ
の
七
月
十
五
日

の
条
の
「
式
子
内
親
王
の
忌
」
と
い
う
項
目
に
あ
る
。
史
実
（
一
月
二
十
五
日
）
と

は
異
な
る
も
の
の
、
式
子
の
忌
日
が
伝
わ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
当
時
大

歓
喜
寺
で
は
式
子
を
弔
う
法
事
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

大
歓
喜
寺
に
あ
っ
た
と
い
う
式
子
の
墓
は
、
は
た
し
て
現
在
も
伝
わ
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
二
〇
年
夏
、
私
は
自
宅
の
あ
る
福
岡
を
発
ち
、
朝
早
く
に
大

歓
喜
寺
を
訪
れ
て
み
た
。

住
宅
街
の
な
か
に
現
れ
た
小
さ
な
門
を
く
ぐ
り
、
細
長
い
参
道
を
ぬ
け
る
と
宮

内
庁
管
理
の
墓
域
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
桃
山
時
代
以
降
の
皇
女
の
墓
が
整

然
と
並
ぶ
ば
か
り
で
、
周
辺
を
い
く
ら
探
し
て
も
式
子
の
墓
ら
し
き
も
の
は
見
当

た
ら
な
か
っ
た
。

折
良
く
居
合
わ
せ
た
大
歓
喜
寺
の
方
に
尋
ね
る
と
、
墓
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

式
子
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
初
耳
で
、
現
在
で
は
ま
っ
た
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
と

の
こ
と
。
た
だ
、
同
寺
で
は
先
代
ま
で
後
白
河
院
の
法
要
を
行
っ
て
い
た
ら
し
い
。

そ
の
理
由
は
不
明
だ
っ
た
が
、
も
し
か
す
る
と
式
子
と
の
関
係
か
ら
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
―
。

現
地
調
査
は
ひ
と
ま
ず
終
わ
っ
た
。
大
歓
喜
寺
に
あ
っ
た
と
い
う
式
子
の
墓
の

行
方
は
、
今
も
私
の
継
続
課
題
で
あ
る
。

＊　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

近
世
期
の
随
筆
や
紀
行
文
を
な
お
注
意
深
く
見
て
ゆ
く
と
、
式
子
の
墓
の
伝
承

地
は
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
目
に
と
ま
る
。

た
と
え
ば
百
井
塘
雨
（
生
年
未
詳
―
一
七
九
四
）
の
『
笈
埃
随
筆
』
に
は
、

今
妙
覚
寺
三
昧
の
中
に
式
子
内
親
王
の
墓
有
り
て
、
か
た
の
ご
と
く
定
家
葛

ま
と
へ
り
。 （
14
）

と
見
え
、
菊
池
成
章
（
一
七
四
四
―
一
八
二
〇
）
の
紀
行
『
伊
紀
農
松
原
』
に
も
、

妙
覚
寺
に
は
式
子
内
親
王
の
古
墳
有
。
定
家
葛
ま
と
ひ
て
五
輪
の
面
影
の
み

見
ゆ
。 （
15
）
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と
あ
る
。
い
ず
れ
も
妙
覚
寺
に
式
子
の
墓
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
資
料
だ
。

妙
覚
寺
は
上
京
区
下
清
蔵
口
町
に
あ
る
寺
院
で
あ
る
。
歓
喜
寺
の
跡
地
に
建
つ

般
舟
院
（
現
西
圓
寺
）
や
、
京
極
に
移
転
し
た
大
歓
喜
寺
と
異
な
り
、
歓
喜
寺
と
の

関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
寺
に
式
子
の
墓
が
伝
わ
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
注
目
し
た
い
の
は
、
妙
覚
寺
に
定
家
の
墓
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

『
都
名
所
図
会
』
に
載
る
妙
覚
寺
の
挿
絵
に
は
、
境
内
の
隅
に
定
家
の
墓
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
定
家
の
墓
が
、
般
舟
院
の
石
塔
の
場
合
と
同
様
に
、
定
家
葛
の
墓

（
式
子
の
墓
）
と
混
同
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
松
浦
静
山
（
一
七
六
〇－

一
八
四
一
）
の
随
筆
『
甲
子
夜
話
』
に
は
、
あ
る

年
に
謡
曲
「
定
家
」
を
観
劇
し
た
記
録
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
桟
敷
に

や
っ
て
き
た
鷺
二
と
い
う
人
物
が
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
い
う
。

某
、
嘗
て
上
京
せ
し
と
き
、
一
条
の
あ
た
り
か
に
式
子
内
親
王
の
御
墓
と
て

在
り
。
其
墓
に
蔓カ

ヅ
ラ草

、
透
間
な
く
一
面
に
繞
つ
き
た
り
。
人
云
ふ
、「
こ
の

蔓
、
人
或
は
こ
れ
を
取
去
れ
ば
、
一
夜
に
し
て
故モ

ト

の
如
し
」。 （
16
）

鷺
二
に
よ
る
と
、「
一
条
の
あ
た
り
か
」
に
式
子
の
墓
が
あ
り
、
び
っ
し
り
と
葛

が
纏
い
つ
い
て
い
た
と
い
う
。
人
が
言
う
に
は
、
取
り
払
っ
て
も
一
夜
に
し
て
元

通
り
に
な
る
と
い
う
― （
17
）。

鷺
二
の
伝
え
る
式
子
の
墓
が
具
体
的
に
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
た

だ
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
妙
覚
寺
に
し
て
も
一
条
辺
り
の
某
所
に
し
て
も
、

式
子
の
墓
が
定
家
葛
に
覆
わ
れ
て
い
る
と
語
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
（
波
線
部
）。
そ

こ
に
は
、
は
る
か
昔
の
出
来
事
で
あ
る
定
家
葛
伝
説
を
今
に
続
く
伝
説
と
し
て
語

ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
看
て
取
れ
る
。
そ
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
や
は
り
謡
曲
「
定

家
」
終
幕
の
情
景
だ
ろ
う
。
式
子
は
法
力
に
よ
っ
て
定
家
の
執
心
（
定
家
葛
）
に
き

つ
く
縛
ら
れ
た
墓
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
だ
が
、
し
ば
ら
く
の
後
、
み
ず
か
ら
元
の

場
所
へ
と
戻
っ
て
ゆ
き
、
再
び
定
家
葛
に
覆
い
尽
く
さ
れ
る
―
。
謡
曲
「
定
家
」

は
こ
の
よ
う
に
し
て
幕
を
閉
じ
る
。
定
家
葛
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
た
式
子
の
墓
は
、

二
人
の
魂
が
今
も
な
お
離
れ
が
た
く
絡
み
合
っ
て
い
る
様
相
と
し
て
感
受
さ
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
塘
雨
や
成
章
の
記
述
、
そ
し
て
鷺
二
の
語
り
は
、
そ
の

こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
よ
う
。

＊　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

最
後
に
、
定
家
葛
伝
説
と
関
わ
ら
な
い
が
、
二
つ
の
伝
承
地
を
取
り
上
げ
よ
う
。

広
島
県
尾
道
市
（
生い

口く
ち

島
）
の
光
明
三
昧
院
（
光
明
坊
と
も
）
と
大
分
県
別
府
市
の
観

海
寺
で
あ
る
。
石
丸
晶
子
に
よ
る
と
、
光
明
三
昧
院
の
伝
承
は
、
一
二
〇
七
（
建

永
二
）
年
に
四
国
へ
流
刑
と
な
っ
た
法
然
を
追
っ
て
、
式
子
が
同
地
へ
や
っ
て
き
た

と
い
う
も
の
。
同
じ
く
観
海
寺
の
伝
承
は
、
一
一
九
六
（
建
久
七
）
年
の
妖
言
事
件

に
よ
っ
て
都
を
追
わ
れ
た
式
子
が
豊
後
守
護
職
の
大
友
氏
に
伴
わ
れ
て
同
地
へ
や
っ

て
き
た
と
い
う
も
の
だ （
18
）。
い
ず
れ
も
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
だ
が
、
そ
こ
に
式

子
が
た
ど
り
着
き
、
生
涯
を
終
え
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
式
子
が
都

で
没
し
た
こ
と
は
『
明
月
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
史
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
の
で
、

史
実
と
し
て
は
ま
っ
た
く
あ
り
え
な
い
話
だ
。

も
っ
と
も
、
伝
承
と
し
て
見
る
と
話
は
別
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
著
者
不
明
の

『
自
讃
歌
注
』
に
は
、
式
子
が
定
家
と
の
密
通
の
咎
で
流
罪
に
な
っ
た
と
説
く
も
の

が
あ
る
し （
19
）、
古
浄
瑠
璃
『
小
倉
山
百
人
一
首
』（
一
六
七
二
〈
寛
文
十
二
〉
年
正
本

刊
）
で
は
、
密
通
が
発
覚
し
た
と
き
、「
親
王
を
土
佐
の
は
た
、
定
家
を
佐
渡
の
島

へ
」 （
20
）
配
流
す
る
こ
と
に
定
ま
る
。
こ
う
し
た
例
を
勘
案
す
れ
ば
、
広
島
や
大
分

に
式
子
の
墓
が
伝
わ
る
と
い
う
の
も
、
そ
こ
ま
で
意
想
外
と
は
思
え
な
い
。
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注（
1
）	

天
野
聡
一
「
時
雨
の
亭
の
在
処
―
〈
定
家
と
式
子
〉
伝
承
の
舞
台
の
変
遷
」（『
日
本

文
学
』
70－

8
、
二
〇
二
一
年
八
月
）。

（
2
）	
『
明
月
記
』
に
「
龍
寿
御
前
、
借
車
参
常
光
院
」（
一
二
〇
二
〈
建
仁
二
〉
年
四
月
二

十
五
日
）、「
龍
寿
御
前
来
坐
、
被
参
常
光
院
」（
同
年
五
月
二
十
五
日
）、「
龍
御
前
被
渡
、

参
常
光
院
実
云
々
」（
同
年
九
月
二
十
五
日
）
と
あ
る
。『
明
月
記
』
の
本
文
は
『
冷
泉
家

時
雨
亭
叢
書
別
巻
2  
翻
刻  

明
月
記
1
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
一
二
年
一
月
）
に
よ
る
。

（
3
）	

田
渕
句
美
子
『
異
端
の
皇
女
と
女
房
歌
人
―
式
子
内
親
王
た
ち
の
新
古
今
集
』

（K
A

D
O

K
A

W
A

、
二
〇
一
四
年
二
月
）
第
二
章
「
式
子
内
親
王
―
後
鳥
羽
院
が
敬
愛

し
た
皇
女
」、
奥
野
陽
子
『
式
子
内
親
王
―
た
え
だ
え
か
か
る
雪
の
玉
水
』（
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
八
年
六
月
）
第
五
章
「
晩
年
の
式
子
内
親
王
」
な
ど
。

（
4
）	

謡
曲
「
定
家
」（
間
狂
言
）
の
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
58  

謡
曲
集
①
』

（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
五
月
）
に
よ
る
。

（
5
）	

一
巻
本
『
応
仁
記
』
の
本
文
は
『
古
典
文
庫
381  
応
仁
記
・
応
仁
別
記
』（
古
典
文
庫
、

一
九
七
八
年
六
月
）
に
よ
る
。

（
6
）	

巻
十
八
・
殿
舎
部
・「
歌
人
高
名
宅  

公
卿
第
」・
時
雨
亭
。『
山
州
名
跡
志
』
の
本
文

は
『
新
修
京
都
叢
書
14
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
九
年
十
月
）
に
よ
る
。
な
お
、
同
書
に

は
「
式
子
内
親
王
の
塚　

亭
と
同
所
に
在
り
。
石
仏
弥
勒
を
安
ん
ず
」（
巻
二
十
一
・
洛

陽
寺
院
・
般
舟
三
昧
院
）
と
い
う
記
述
も
あ
る
。

（
7
）	

「
式
子
内
親
王
の
塚　

同
所
（
天
野
注
、
般
舟
院
）
に
在
り
〔
石
仏
弥
勒
を
安
ん
ず
〕」

と
あ
る
（
第
一
・
洛
陽
寺
社
名
所
古
跡
・
般
舟
三
昧
院
）。『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
の
本

文
は
『
新
修
京
都
叢
書
22
』（
臨
川
書
店
、
一
九
七
二
年
六
月
）
に
よ
る
。〔 
〕
内
は

割
書
。
以
下
同
じ
。

（
8
）	

「
式
子
内
親
王
の
塚
〔
当
寺
（
天
野
注
、
般
舟
院
）
に
あ
り
。
定
家
葛
の
墳つ

か

と
い
ふ
。

む
か
し
此
地
定
家
卿
の
別
荘
な
り
。
門
前
の
辻
子
を
定
家
の
辻
子
と
い
ふ
。
当
院
、
初

は
伏
見
里
指
月
に
あ
り
。
文
禄
三
年
、
此
地
に
移
す
〕」（
巻
一
・
平
安
城
首
・
般
舟
院
）

と
あ
る
。『
都
名
所
図
会
』
の
本
文
は
『
新
修
京
都
叢
書
6
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
七

年
十
二
月
）
に
よ
る
。

（
9
）	

前
掲
奥
野
陽
子
『
式
子
内
親
王
』
の
ほ
か
、『
国
史
大
辞
典
』『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』

『
世
界
大
百
科
事
典
』
な
ど
。

（
10
）	

巻
十
・
陵
墓
門
・
愛
宕
郡
・
式
子
内
親
王
の
塔
。『
雍
州
府
志
』
の
本
文
は
『
新
修
京

都
叢
書
10
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
八
月
）
に
よ
る
。

（
11
）	

『
京
都
坊
目
誌
』（
平
安
古
考
学
会
、
一
九
一
五
年
九
月
）
上
京
之
部
・
乾
・
上
京
第

九
学
区
之
部
・
歓
喜
寺
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
天
正
年
間
（
一
五
七
三－

一
五
九
二
）
の

こ
と
と
い
う
。

（
12
）	

道
祐
は
後
述
す
る
『
日
次
紀
事
』
で
も
般
舟
院
に
定
家
の
墓
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る

（
巻
八
・
八
月
二
十
日
・
忌
日
・
中
納
言
藤
原
定
家
卿
忌
）。

（
13
）	

巻
七
・
七
月
十
五
日
・
忌
日
。『
日
次
紀
事
』
の
本
文
は
『
新
修
京
都
叢
書
4
』（
臨

川
書
店
、
一
九
六
八
年
九
月
）
に
よ
る
。

（
14
）	

巻
十
・
楓
葉
。『
笈
埃
随
筆
』
の
本
文
は
『
日
本
随
筆
大
成
（
第
二
期
）
12
』（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
七
四
年
五
月
）
に
よ
る
。

（
15
）	

二
帖
・
文
化
六
年
二
月
九
日
。『
伊
紀
農
松
原
』（
二
帖
）
の
本
文
は
『
解
題
書
目
21  

伊

紀
農
松
原
』（
青
森
県
立
図
書
館
、
一
九
九
二
年
三
月
）
に
よ
る
。

（
16
）	

三
篇
・
巻
五
十
七
。『
甲
子
夜
話
』（
三
篇
）
の
本
文
は
『
東
洋
文
庫
423  

甲
子
夜
話
三

篇
5
』（
平
凡
社
、
一
九
八
三
年
七
月
）
に
よ
る
。

（
17
）	

た
だ
し
、
こ
の
話
は
少
し
出
来
す
ぎ
て
い
て
、
他
の
資
料
と
同
列
に
扱
う
に
は
た
め

ら
わ
れ
る
。「
一
条
の
あ
た
り
か
」
と
い
う
言
い
方
は
曖
昧
で
何
処
と
も
分
か
ら
な
い
し
、

取
り
払
っ
て
も
一
夜
で
元
通
り
に
な
る
と
い
う
話
は
、
先
に
引
用
し
た
謡
曲
「
定
家
」
の

ア
イ
の
台
詞
の
す
ぐ
後
に
「
あ
た
り
の
者
ど
も
そ
れ
を
取
り
除
け
、
さ
は
や
か
に
仕
り

置
き
候
へ
ば
、
一
夜
の
内
に
這
ひ
ま
と
ひ
」
云
々
と
い
う
話
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
。
要
す
る

に
、
鷺
二
の
作
り
話
で
あ
る
可
能
性
が
捨
て
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
式
子
の
墓

と
謡
曲
「
定
家
」
と
の
密
接
な
関
係
を
象
徴
的
に
示
す
資
料
と
し
て
理
解
す
べ
き
か
。

（
18
）	

石
丸
晶
子
『
式
子
内
親
王
伝  

面
影
び
と
は
法
然
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
十

二
月
。
原
書
、
一
九
八
九
年
十
二
月
）「
式
子
へ
の
旅
そ
の
後
―
文
庫
に
な
る
に
あ
た
っ

て
」。
な
お
、
石
丸
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
光
明
三
昧
院
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、『
芸
藩

通
志
』（
一
八
二
五
〈
文
政
八
〉
年
成
）
に
記
述
が
あ
る
（
巻
九
十
・
安
芸
国
豊
田
郡
五
・

寺
院
・
光
明
坊
）。
同
書
で
は
、
後
白
河
院
皇
女
・
如
念
が
松
虫
・
鈴
虫
と
い
う
侍
女
二
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人
を
伴
っ
て
光
明
三
昧
院
に
寓
居
し
、
そ
の
後
、
法
然
を
招
い
た
と
い
う
言
い
伝
え
を

記
し
た
上
で
、「
按
に
、
後
白
河
六
皇
女
あ
り
て
、
式
子
内
親
王
、
建
久
八
年
、
蔵
人
兼

仲
、
僧
歓
心
が
事
に
坐つ
み

し
て
、
京
外
に
擯し
り
ぞけ
ら
る
べ
き
を
、
捨
置
れ
し
が
、
後
薙
髪
し

て
、
法
名
承
如
法
と
い
ひ
し
と
見
ゆ
、
も
し
く
は
如
念
の
こ
と
な
り
や
」
と
述
べ
る
。

『
芸
藩
通
志
』
の
本
文
は
『
復
刻  

芸
藩
通
志
2
』（
復
刻
『
芸
藩
通
志
』
刊
行
会
、
一
九

六
三
年
七
月
）
に
よ
る
。

（
19
）	

一
六
四
四
（
寛
永
二
十
一
）
年
付
の
奥
書
を
持
つ
著
者
不
明
の
『
自
讃
歌
注
』。「
桐

の
葉
も
ふ
み
分
け
が
た
く
成
り
に
け
り
か
な
ら
ず
人
を
ま
つ
と
な
け
れ
ど
」
と
い
う
式

子
の
歌
を
流
刑
地
で
定
家
を
思
っ
て
詠
ん
だ
と
解
す
る
。
天
野
聡
一
「
式
子
葛
の
こ
と

な
ど
―
〈
定
家
と
式
子
〉
拾
遺
」（『
国
文
論
叢
』
60
、
二
〇
二
三
年
三
月
）
参
照
。

（
20
）	

古
浄
瑠
璃
『
小
倉
山
百
人
一
首
』
の
本
文
は
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
4
』（
角
川
書
店
、

一
九
六
五
年
一
月
）
に
よ
る
。

【
付
記
１
】�

一
次
資
料
の
引
用
に
際
し
、
仮
名
遣
い
や
送
り
仮
名
は
出
典
資
料
の
ま
ま
と
し
た
。

た
だ
し
、
変
体
仮
名
や
漢
字
の
異
体
字
な
ど
は
現
代
通
用
の
も
の
に
改
め
、
清
濁
・

句
読
点
・
改
行
を
見
直
し
、
漢
文
は
書
き
下
し
文
に
、
浄
瑠
璃
作
品
は
漢
字
平
仮

名
表
記
を
改
め
る
な
ど
、
適
宜
改
訂
を
加
え
た
。
引
用
文
に
付
し
た
傍
線
は
す
べ

て
筆
者
に
よ
る
。

【
付
記
２
】�

本
稿
は
科
学
研
究
費
（19K

00361

・20H
01231

・22H
00638

）
の
成
果
の
一
部

で
あ
る
。


